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の結果、金属探針が CNT からのラマン散乱光強度を、2000 倍程度増強することを確認した。この増強効果を利用す
ることで、励起波長に対して非共鳴条件下にある CNT のラマン散乱光を高感度で検出することに成功した。さらに、
探針下で CNT を走査することによって、光の回折限界を超えた 40 nm の空間分解能で、CNT の像を観察すること
に成功した。この手法を用いて種々の CNT を選択的にイメージングし、探針下の CNT の直径および電気的性質を決
定した。 






い場合と比べて、空間分解能が 10 倍程度向上する可能性を示した。 
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⑴ 先鋭化した金属探針の先端で CNT に一軸性の圧力を段階的に印加した時、CNT のラマン散乱光の振動数と光
強度が変化することを見出している。圧力印加による振動数変化はチューブ形状の歪曲に起因し、光強度変化
は歪曲によるバンドギャップエネルギーの変化に起因することを示している。さらに、印加圧力に依存して
CNT のラマン散乱光強度が不可逆的に変化することを見出し、その強度変化から CNT の弾性特性を解析して
いる。探針と CNT が力学的に相互作用する領域を解析し、圧力印加によって空間分解能が向上する可能性を
示している。 
⑵ 金属探針の先端に誘起される電場増強効果を検証し、探針下の CNT のラマン散乱光が 2000 倍以上に増幅され
ることを確認している。この増強効果を用いることで、励起光に対して非共鳴条件下にある一本の CNT を検
出することに成功している。 
⑶ 探針下で CNT を二次元走査することによって、CNT のラマン像を約 40 nm の空間分解能で観察することに






 以上のように、本論文では、金属探針の近接効果（力学的・電磁気学的）を用いて CNT 内の局所物性を分析する
手法が提案され、実際にその有用性が実験的に示されている。この研究成果は、応用物理学、特にナノ光学・ナノ分
光学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
